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　新年おめでとうございます。

　皆様には、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　また、日頃より本会の福祉活動にご支援を賜り、心より感謝申し上げます。

　本年も市民の皆様とともに、人と人との「つながり」を大切に、「誰もが住み慣れ

た地域で、安全で安心して暮らし続けることができるまち　いわき」の実現を目指し、

福祉のまちづくりに邁進して参りますので、ご理解とご協力の程お願い申し上げます。

　皆様の益々のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、新年の挨拶といたします。

年頭のごあいさつ　社会福祉法人いわき市社会福祉協議会  会長　強
こわ

 口
ぐち

 暢
のぶ

 子
こ

湯ノ岳パノラマラインからの日の出



－2－

いわき市社協だより

～“誰もが住み慣れた地域で、安全で安心して　　　　　　
� 暮らし続けることができるまち　いわき”を目指して～ 第121号

小
地
域
福
祉
活
動
と
は
？

　

地
域
の
身
近
な
福
祉
課
題
を
共
通

テ
ー
マ
と
し
て
住
民
組
織
が
解
決
に
向

け
て
協
働
し
な
が
ら
進
め
る
活
動
で
、こ

の
活
動
の
基
盤
と
な
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
と
住
民
相
互
が
支
え
合
う

自
主
的
な
活
動
が
小
地
域
福
祉
活
動
で

す
。

　

本
事
業
で
は
、地
域
の
既
存
の
団
体
や

組
織
を
基
盤
と
し
、地
域
の
福
祉
課
題
に

そ
っ
た
活
動
計
画
や
援
助
計
画
に
基
づ

い
て
、地
域
福
祉
活
動
を
進
め
ま
す
。

常磐／浅貝地区　 代表　安齋　哲男

　浅貝地区は、平成28年度から3年間の指定を受け、住民の健康増

進を目的として、月1回シルバーリハビリ体操に取り組んでいます。

　また、住民同士の交流を深める機会として、年1回映画鑑賞会や

ミニハイキングを実施しています。

　昨年の11月には、災害発生時に備えて、「避難行動要支援者マップ」

を作成し、避難場所や危険箇所の確認のほか、要支援者の把握を行

い、地域の弱点や今後の対策について話し合いを行いました。

日常的な見守りや声掛けの実施

話し相手などの友愛訪問活動　

高齢者と子どもの交流活動

高齢者ふれあいの集いの開催

介護者リフレッシュの集いの開催

介護講習会の開催　

�避難行動要支援者マップの作成

子育てサロンの開催

障がい者との交流

　　文化・スポーツ活動

　　草刈りや清掃活動　

　　防災訓練研修会の開催

　　防犯・防火運動

　　交通事故防止運動

地区名 指定地区 指定年度 地区名 指定地区 指定年度

平

平第25区 26年度～28年度
遠　野

大平行政区 26年度～28年度

平第14区 27年度～29年度 根岸行政区 26年度～28年度

神谷作区 27年度～29年度
小　川

片石田区 27年度～29年度

小名浜

久保第1区 26年度～28年度 福岡区 27年度～29年度

鹿島台団地区 27年度～29年度
好　間

今新田区 28年度～30年度

東鹿島区 27年度～29年度 椎木平区 28年度～30年度

勿　来

なこそ中田地域づくり協議会 26年度～28年度
三　和

渡戸区 26年度～28年度

窪田地区振興会 27年度～29年度 合戸区 26年度～28年度

川部下区 28年度～30年度
田　人

入旅人大字区 26年度～28年度

常　磐

希望ヶ丘第一自治会 26年度～28年度 南大平区 26年度～28年度

西郷町 27年度～29年度
川　前

川前町2区 26年度～28年度

浅貝地区 28年度～30年度 川前町5区 26年度～28年度

内　郷
宮2区 26年度～28年度 久之浜

・大久
東町区 28年度～30年度

白水6区 28年度～30年度 筒木原区 28年度～30年度

四　倉
狐塚区 28年度～30年度 合　計 30ヵ所

戸田区 28年度～30年度

この他にもさまざまな取り組みを行っています。詳しくは、地域福祉課　☎23-3320㈹まで

主な活動内容

活動紹介

小
地
域
福
祉
活
動
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　介護保険制度の要介護・要支援認定を受けた方
が、安心して在宅生活を送ることができるように、
次の事業を行っておりますのでご利用ください。

訪問介護サービス
　訪問介護員（ヘルパー）がご自宅を訪問し、入浴・

排せつ・食事などの身体介護や、調理・洗濯掃除等の生活援

助といった日常生活の支援を行います。

訪問入浴サービス
　移動入浴車で3名のスタッフが家庭を訪問し、

入浴の前後に看護師による健康チェックを行いご本人に最適

な方法で入浴、洗髪などを行います。訪問入浴サービスは、

居室まで浴槽を運ぶので、移動などの負担も少なく安心して

入浴できるサービスです。

居宅介護支援サービス
　ご本人やその家族が安心して介護保険サー

ビスを利用できるように、介護支援専門員（ケ

アマネージャー）が本人・家族の希望などを

伺い、本人の心身の状況にあったプランを作

成し、他機関との調整及び連携を図ります。

対　　象

利用目的　

利用期間と時間　

利 用 料　

申込方法　

湯上り美人
　　でしょ♪

お問い合わせ先：ホームヘルプセンター　☎35-2822

車椅子同乗移送用自動車貸出事業のご案内

お問い合わせ先：企画総務課　☎23-3320　または　勿来地区協議会　☎63-2111㈹

社 協 の 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス

　自力で歩行が困難な高齢者や身体障がい者などの日常生活を支援するとともに、生きがいを

高め社会参加を促進することを目的に「車椅子同乗移送用自動車」の貸出を行っています。

ご利用ください！
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　「ボランティア活動保険」とは、ボランティ

ア活動中に、ボランティア自身がケガをした

場合や、他人の身体・財物に損害を与えた場

合などに補償されます。

　この他に、ボランティア団体等が主催する

行事において、参加者がケガをした場合や主

催者側が賠償責任を負った場合などに補償さ

れる「ボランティア行事用保険」もあります。

　安心して活動するためにも、ボランティア

保険に加入されることをお勧めします。

　詳しくは下記までお問い合わせ下さい。

平成29年4月からのボランティア活動保険の

年間保険料が次のように変わります。

A プ ラ ン 350円　 B プ ラ ン 510円

天災Aプラン 500円　 天災Bプラン 710円

※平成29年度の保険加入は、3月から申し込みが可能です。

�

�

　県内のボランティア関係者が一堂に会し「第

19回ふくしまボランティアフェスティバル」

が平成28年9月24日（土）に、パルセいいざか

で開催されました。

　式典では、県内の社会福祉の向上に多大な

貢献をされたボランティアの方々の表彰が行

われ、本市から5名5団体が表彰されました。

ボランティア保険のご案内
～いざというときのために～

第19回ふくしまボランティア
フェスティバルが

福島市で開催されました
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。

◆
定
例
会

　

開
催
場
所　

　
　

い
い
の
ふ
れ
あ
い
館

　

開�

催�

日

　
　

第
１
・
第
4
木
曜
日

　

開
催
時
間

　
　

正
午
～
午
後
3
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

代
表　

片
寄�
八
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子
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２
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４
３
３
４

『
虹
色
コ
ー
ラ
ス
友
の
会
』

お問い合わせ先：ボランティア活動センター　☎38-6631

【知 事  表  彰】　1名　1団体

【大会会長表彰】　1名　2団体

【大会会長感謝】　3名　2団体

大会に参加した本市ボランティアの方々

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

あ
な
た
も
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
！
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　本会は、いわき市における地域福祉の向上を目指し、

福祉活動に関わる地域住民・民間団体の自主的で継続

的なボランティア活動を育成・助長することを目的に

「いわき市ボランティア基金」を設置しています。

　これまで、ボランティア活動のための研修会、資機

材の整備、福祉教育活動などさまざまな分野へ幅広く

助成金を配分しています。

◆ボランティア基金造成額

 5億51万6,163円

 （平成28年3月31日現在）

◆平成28年度までの助成実績

　・助成団体数� 356団体

　・助成総額� 8,447万0,257円

平成28年度助成金配分結果　12団体　 総額237万2,000円
助成団体名 助成額 事業内容

こども　あいネット 57,000円 広報活動に必要な機関紙等発行事業

ラ・エトワール�ボランティアグループ 100,000円 音楽ボランティア活動に必要な音響機材等整備事業

勿来地区ボランティア連絡会 123,000円 広報活動に必要な広報紙発行・機材整備事業

虹色コーラス友の会 150,000円 音楽ボランティア活動に必要な衣装購入事業

いわき手話サークル 164,000円 手話学習及び研修会に必要な機材整備事業

いわき北地区BBS会 167,000円 いわき北地区中学生弁論大会事業費

要約筆記いわきサークル 178,000円 要約筆記活動に必要な機材整備事業

視覚障害者サポートグループ�ゆかり 200,000円
視覚障がい者のためのチャレンジ・ド・ヨガ及び
音声ガイド付映画鑑賞会開催事業

特定非営利活動法人
めんたるサポートBig�Bear�ふくしま

200,000円 傾聴カウンセリングカフェ運営に必要な機材整備事業

いわき市手をつなぐ育成会 200,000円 いわき市手をつなぐ育成会設立50周年記念プレ講演会開催事業

いわき市ボランティア連絡協議会 216,000円 広報紙発行事業・団体交流会及びボランティア講演開催事業

いわき市社会福祉協議会
ボランティア活動センター

617,000円
いわき市ボランティアフェスティバル開催事業及び
ボランティア活動保険助成事業

合　　計 2,372,000円

ボランティア活動助成金配分を受けて
　　　　　　　　　いわき市手をつなぐ育成会会長　高村 トミ子
　私ども「いわき市手をつなぐ育成会」は、来年度設立50周年を迎え

ます。

　そこで、今年度、ボランティア活動助成金を活用させていただき、

プレ企画の講演会として「知ってほしいなぁ !わたしたちのこと」を、

昨年12月11日（日）に、いわき市労働福祉会館に於いて開催することができました。

　一部は、兵庫県たつの市の「ぴーす＆ピース」の方による、障がい者の疑似体験について楽しく学びました。

　また、二部は、首都圏の障がい理解啓発隊の立ち上げに数多く関わっておられる、白梅学園大学教授　

Panda-j代表の堀江まゆみ先生に、ご講演いただきました。会員以外の方にも数多く参加していただき、こ

れを機に、本市においても、障がいへの理解が進むことを願っております。

　この度は、助成をしていただき、ありがとうございました。

いわき市ボランティア活動助成金配分結果報告
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社協通信社協通信　　　いわき市総合社会福祉大会
～いわき市市制施行50周年を記念して～を開催！

第42回

　福祉施設・団体・ボランティアなど福祉関係者及び市民の方々

が一堂に会して、いわき市の福祉を総合的に高めていく「いわ

き市総合社会福祉大会～いわき市市制施行50周年を記念して

～」（主催＝いわき市・いわき市社会福祉協議会）を、平成28

年11月9日（水）いわき芸術文化交流館アリオスで開催しました。

　大会の席上、本市の福祉向上発展に多大な活躍をされた方々

への表彰と「いわきの福

祉を考える」と題した記

念講演を行いました。

式典の様子

　県内の社会福祉関係者が一堂に会し、「第70回福島県社

会福祉大会」が平成28年11月10日（木）郡山ユラックス熱

海で開催されました。

　式典では、県内の福祉向上に多大な貢献をされた方々の

表彰が行われ、本市

からは本会職員13名

（知事感謝）を含む

136名、赤い羽根ス

ローガン入選者1名

が表彰されました。 大会に参加した本会役職員

第70回 福島県社会福祉大会が郡山市で開催されました！

【市�長�感�謝】���3名

【大会会長表彰】��93名��2団体

【大会会長感謝】��21名��1団体

　また、本大会において次の大会宣言が採択されました。

1　�誰もが住み慣れた地域で、その人らしい自立した生活を送れるよう、住民主体による小地域福祉活動を推進し、お互いに
支え合うまちづくりを進めましょう。

1　すべての人が、権利を侵害されることなく、地域で自立した生活が送れるよう、権利擁護のための取り組みを推進しましょう。

1　すべての子どもが、より良い環境のもとですこやかに成長できるよう、地域ぐるみで子ども・子育てを支援しましょう。

1　�高齢者やひとり親家庭などが、孤立することなく、安心して暮らせるよう、保健・医療・福祉の連携による地域福祉活動を
強化しましょう。

1　すべての障がい者が、社会で支え合いながら、共に暮らせる地域づくりを進めましょう。

1　�生活に困窮する世帯が、孤立することなく、安定した生活を送ることができるよう、関係機関等が連携し、生活課題の解消
や早期自立に向けた取り組みを進めましょう。

1　社会福祉施設はその機能を活かし、地域住民との交流を深め、積極的に地域貢献活動に取り組みましょう。

1　市民の社会福祉に対する理解と関心を高め、ボランティア活動への参加を促進し、ともに支え合う地域づくりを進めましょう。

1　共同募金運動の開始から70年を迎え、共同募金が社会福祉の増進に果たす役割と使命を理解し、募金活動を推進しましょう。

1　東日本大震災からの復興を着実に推進し、地域住民が協働し、新たな地域コミュニティの構築に取り組みましょう。

【知�事�表�彰】�　��6名

【知�事�感�謝】�　�16名

【大会会長表彰】���20名　　

【県民協会長表彰】�94名

【赤い羽根共同募金運動スローガン入選】

� 優秀賞�　1名
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教育支援資金のご案内

ご利用いただける世帯

　収入が一定基準以下で、他の貸付制度（国の教育ローン・

母子父子寡婦福祉資金・日本学生支援機構の奨学金等）を利

用することが困難な低所得世帯

貸 付 利 子　無利子　

連帯保証人　原則として1名、65歳以下の県内居住者　　

償 還 期 間　卒業後6カ月以内の据置期間経過後、20年以内

貸付種類 対象経費 貸付限度額

教育支援費 修学に必要な経費

授業料・参考書・学用
品・交通費（通学定期
代）・アパート家賃な
ど

① 高等学校（専修学校高等課程
含む）

　月額35,000円以内
②高等専門学校
　月額60,000円以内
③短期大学（専修学校専門課程）
　月額60,000円以内
④大学
　月額65,000円以内

就学支度費 入学に際し必要な経費

入学金・制服・教科書
等で入学時に納入する
経費など

500,000円以内

　高校、専門学校、短大、大学等の進学にあたって経済的にお困りの方に、

生活福祉資金の「教育支援資金」を貸付しています。

地区名 問い合わせ先 電話番号

平 平地区協議会 22-6441

小名浜 小名浜地区協議会 54-2111㈹

勿　来 勿来地区協議会 63-2111㈹

常　磐 常磐地区協議会 43-2111㈹

内　郷 内郷地区協議会 27-8707

四　倉 四倉地区協議会 32-2114㈹

遠　野 遠野地区協議会 89-2111㈹

小　川 小川地区協議会 83-1111㈹

好　間 好間地区協議会 36-2221㈹

三　和 三和地区協議会 86-2111㈹

田　人 田人地区協議会 69-2111㈹

川　前 川前地区協議会 84-2111㈹

久之浜・
大久

久之浜・大久地区
協議会

82-2111㈹

教育支援資金のお問い合わせは

お住まいの地域の地区協議会まで

「福祉の職場で働きたい！」「資格取得方法を知りたい！」
そんな方はお気軽にご相談ください。

  福祉の仕事相談会

◆日　時

◆会　場

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

◆お問い合わせ先

ひとり親家庭のための
就職相談会

◆日　時

◆会　場

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

◆お問い合わせ先

福祉の仕事を目指すあなたと福祉の職場を結びます

事前予約が
必要です



－8－

いわき市社協だより

～“誰もが住み慣れた地域で、安全で安心して　　　　　　
� 暮らし続けることができるまち　いわき”を目指して～ 第121号

◆常磐地区協議会（常磐地区高齢者スポーツ大会）
　スポーツを通じ
て、高齢者の健康
増進と交流を図る
ことを目的に、常
磐地区老人クラブ
連合会との共催に
より高齢者スポー
ツ大会を開催しま

した。
　225名の方が参加し、玉入れや豆つかみ競争等の
競技に汗を流しました。また、いわき総合高校や
湯本第一中学校の生徒がボランティアで参加し高
齢者との交流を深めました。
◆詳しくは、常磐地区協議会　☎43-2111㈹まで

◆勿来地区協議会（地域ふれあい交流事業）

　地域住民がお互

いに支え合い、声

を掛け合える地域

をつくることを目的

に、地域ふれあい

交流事業を開催し

ました。

　当日はお笑い講話等が行われ、会場は終始笑い声

に包まれました。参加者からは「日頃から地域の人同

士で仲良くし、声を掛け合い交流することは大切なこ

と」との声が聞かれました。

◆詳しくは、勿来地区協議会　☎63-2111㈹まで

◆遠野地区協議会（子育て支援ブックスタート）

　子育て中のお父

さん・お母さん同

士や子ども同士の

交流を図ることを

目的に、毎月1回開

催しております。

　絵本の読み聞か

せをはじめ、ハロウィン、お団子づくり、クリスマ

ス交流会など、季節ごとのイベントも実施してい

ます。参加者は様々なイベントを楽しみながら交

流を深めています。

◆詳しくは、遠野地区協議会　☎89-2111㈹まで

◆小川地区協議会（青少年福祉体験学習）

　福祉の心を育む

ことを目的に、小

川小学校4年生19

名を対象に点訳・

手話・高齢者疑似

体験や盲導犬体験

学習を行いまし

た。

　児童は体験学習を通して、お互いに声を掛け合

い、助け合いながら共に生活していくことの大切

さを学びました。

◆詳しくは、小川地区協議会　☎83-1111㈹まで

「いわき市社協だより」の作成経費として、皆様からの寄付金・会員会費及び共同募金配分金を使用させていただいております。

　いわき市社会福祉協議会は、市内13地区（平、小名浜、勿来、常磐、内郷、四倉、遠野、小川、好間、三和、田人、

川前、久之浜・大久）に地区協議会を設置し、『誰もが住み慣れた地域で安全で安心して暮らし続けることが

できるまち　いわき』を基本理念に、地域住民の福祉ニーズに合ったさまざまな事業を実施しています。

地 区 協 議 会 だ よ り

　本会で実施している車椅子同乗移送用自動車貸出事業では、通

院や公的機関への外出のほか、買い物や旅行などに出かける際で

も利用できます。

　新しい年を迎え、行楽などをお考えの際にはぜひご利用されて

みてはいかがでしょうか。 広報委員一同

編
集
後
記

皆さまの声をお待ちしています!
　いわき市社会福祉協議会では、市民の皆さまの声をお待ちし

ています。手紙、電子メールでお気軽にお寄せください。

住所：いわき市平字菱川町1番地の3（いわき市社会福祉センター内）

ホ ー ム ペ ー ジhttp://www.iwaki-shakyo.com  　
メールアドレスmaster＠iwaki-shakyo.com

いわき市社協
ホームページ


